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Edith Sitwell
─自然の力と人間─
 文１１－００１８ 芦　高　七　美
序論
イーディス・シットウェル（Edith Sitwell, 1887-1964）の詩には自然や人間の欲望にまつわる言
葉が多く見られる。欲望は本能から湧き出てくるものであり人間の力では制御できない。しかし
自然には人間を超える大きな力がある。シットウェルが感じた自然の力・人間の欲望をこの論文
では解き明かしていく。
まず１章では季節に注目する。季節は人間にたとえると一生を表している。春に生まれ、夏に
青春を謳歌し、秋に自分の人生を振り返り、冬に死んでいく。ただ人の一生はこんなに単純なも
のではない。シットウェルの詩では人間の複雑な一生、その中における人々の感情を季節にたと
えて述べている。彼女の感性に近づいて分析を進めていく。
2章ではキスについて論を進めていく。人間はどのような時にどのような感情でもってキスをす
るのか。それらはその人それぞれである。同じように「キス」と表現されていてもそのキスの持
つ意味が様々なのは非常に興味深い。キスの持つ意味合いについても目を向ける。またキスにつ
いて述べる時に動物が使用される場面が見られる。なぜあえて動物をもって表現をしたのか、そ
こに見られるシットウェルの詩の特徴にも言及する。
シットウェルの詩は彼女の人生における前半と後半で書かれる内容が違うのだが、本論文では
後期の詩を取り扱う。後期の詩は彼女が第一次世界大戦を体験したのちに書かれたため、戦争に
ついての詩が多い。また彼女は原爆が日本に投下された際にいち早く反応を示し、詩を書いた詩
人である。彼女についての研究もやはり戦争や原爆に関してのものが多い。このようにシットウェ
ルの詩において最も大きなテーマともいえる戦争を題材に、第 3章では分析をしていく。2度もの
世界大戦を経験した彼女が何を感じ、何を世界に届けようとしていたのか、彼女の真意に迫りた
い。さらに戦争の中でも特に彼女が興味を示していたとされている原爆についても本論文では述
べていく。原爆がヒロシマに投下されたニュースを知った彼女が、その際に何を思い原爆の詩を
記したのか、どのように感じていたのかについても分析を進めていく。
第一章　季節
１－１　春の優しさと恐ろしさ
春は命が生まれる季節、人生の始まりの季節である。それゆえ春からは自然の事物や人間達を
包み込む優しさが感じられる。
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(‘A Mother to her Dead Child’:1-7)（強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
大地が動物のように眠る、冬が、終わり、
諸手を挙げてやって来る太陽の温もりの中で
生きとし生けるものすべて、獣も、人間も、動物も、河川も、
氷の牢獄から開放されて動き出す。 彼らの愛
それこそが太陽の光なのだと寿いで。
こうして最初の春が始まるのだ。
〝人類の秋″に差し掛かる前の心に。 （藤本　2010：82-83）
この詩の中では春が太陽にたとえられている。そして自然界のあらゆるものは太陽が生み出す
もの、つまり太陽の光なのである。1行目と 2行目の畳みかけるような母音の頭韻、また sonority
の高い母音を多用が、冬から春への変遷を力強く表現している。また “winter” と “warmth” は行を
またがって [w]の響きで結びつき、意味においても冬から春へのつながりを示している。さらに
1･2行目に注目すると、「of the 母音」という組み合わせがいずれも使用されているのがわかる。
こちらも音の面でリズムを出すことにより、春の出現に対して心地よいという印象を読者に与え
ている。
このように春は主に母なる季節・優しさの季節と捉えられることが多いが、そのことに不満を
抱くものがある。それは冬だ。冬は自らの時を春に奪われていく。それゆえ春の優しさですら冬
には恐ろしいものに感じるのだ。
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THE winter, the animal sleep of the earth, is over                     a 
And in the warmth of the affirming sun                              b 
All beings, beasts, men, planets, waters, move                        c 
Freed from the imprisoning frost, acclaim their love                  c 
That is the light of the sun.                                         b 
So the first spring began d 
Within the heart before the Fall of Man.                              d 
                (‘A Mother to her Dead Child’:1-7)(強調は筆者による) 
 
 
 
 
 
 
Their hearts are tombs on the heroic shore,             a 
That were of iris, diamond, hyacinth,                              b 
And now are patterned only by Time’s wave . . . the  
glittering plinth                                            b 
Is crumbling. . . . But the great sins and fires break out  
of me                                                     c 
Like the terrible leaves from the bough in the violent  
spring . . .                                               d 
I am a walking fire, I am all leaves －                             e 
I will cry to the Spring to give me the birds’ and the  
serpents’ speech                                           f 
That I may weep for those who die of the cold －                    g 
The ultimate cold within the heart of Man.                         h 
(‘The Song of the Cold’ 142-154) (強調は筆者による) 
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(‘The Song of the Cold’: 142-154) （強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
彼らの心は勇壮な岸に建つ墓であり、
紅色水晶、ダイアモンド、風信子鉱で出来ていたが、
今では〝時″の波模様だけに被われて ･･････ きらめく台座は
崩れ続けている。･･････ けれども大きな罪と火が私から飛び出すのだ
狂暴な春には枝からおぞましい葉が出て来るように ･･････
私は歩く火、私は諸々の葉だ―
私は〝春″に向かって叫ぶだろう。鳥の言葉、蛇の言葉を下さい、と。
それは私が凍え死んだ人々のために―
〝人間″の心の中の究極の寒気に死んだ人々のために泣く言葉なのだ。」
（藤本 2010:103）
この一節での寒気は戦争や争いを暗喩した表現であると考えられる。ダイアモンド・風信子鉱
は「率直」（ド・フリース 173）「謙虚」（ド・フリース 350）を象徴している。つまりかつては素
直な心を持っていた人々も戦争という時の流れには逆らえなかった。寒気（冬）が正とされる世
の中で、平和に対して馳せる思いは罪と表されている。寒気（冬）に反抗する感情は、春が冬を
越し自分の季節を迎え入れる様子に似ているが、これもまた冬にとっては悪であり「狂暴な春」
という表現が使われている。
しかしこの一節での「私」は春が善で冬が悪だと訴え続けている。これは Sitwell自身の意見で
あろう。「春」に救いを乞い、「心の中の究極の寒気」＝戦争で荒んだ心に犯されてしまった人々
への哀悼の意を込めている。
また 9行目から 11行目の畳みかけるような頭韻が「春」の生命観を表している。“walking ﬁre” 
“leaves”といった単語も今にも動き出しそうな印象を読者に与える。頭韻についても 3行目では
[p]、5行目では [b]の音で頭韻が踏まれており、どちらも両唇音であることがわかる。両唇音は
それが使われている単語に力を吹き込む。“Time’s wave” “break out”など両唇音が頭韻になってい
る行中の単語や、頭韻自体に両唇音が使われている単語には動きがある。このように音の面から
も「春」には生命の力を感じる。
さらに注目したい点が一点ある。“cry” “weep”の使い分けについてである。“cry”はワンワンと
声をあげて泣き叫ぶという意味である一方、“weep”は声を殺してめそめそ泣く場面によく使われ
る。この詩の中で “cry”が春に “weep”が冬に当てはめられていることによって春と冬の対立関係
を表現していると考えられる。
そしてこの一節の前には戦争により寒気（冬）が正しいとされていることに対し、「私」が願う
平和への思い・矛盾が記されている。それが下の一節である。
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(‘The Song of the Cold’: 137-141) （強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
春の夜には、心の内なる葉が
温もりを感じ、私たちは祈るだろう。
世界の罪によってのみ暖かくなる人々の永遠の寒さのために―
そして彼らの夜は春の芽や根のように
狂暴だったが、それでも、春のように、老いたのだ。　　　（藤本 2010：102）
まず 1・2行目で春の暖かさについて述べているのだが、ここでひとつ矛盾が生じている。春の
暖かさを感じながら「私たち」は「永遠の寒さ」に祈りを捧げている。寒気に対して祈りを捧げ
るということは、「私たち」の心も戦争により荒んでしまっていると捉えることもできる。しかし
3行目でその矛盾は解消される。「私たち」が祈りを捧げているのは「世界の罪によってのみ暖か
くなる人々の永遠の寒さのために―」であり、「世界の罪」＝戦争をすることでしか暖かさを感じ
られない、心が寒い人々のためのものなのである。
4・5行目では寒気（冬）を正とする人々の心もかつては春の暖かさを持っていたことを表現し
ているが、ここでは冬の立場で話が進められており春＝狂暴・いつかは老いていく存在という冬
の考えが読み取れる。
このように春は物事が生まれる季節であり、頭韻が多く使用され、動きをもって表されている
場面が多い。また春との縁語には “warmth” “love”のような春の暖かさを表現する言葉が見られる。
一方で冬から見た春の縁語には “violent” “grew old”のようにマイナスイメージの言葉も使われて
いるが、いずれも動きを感じさせる言葉が使用されているのは確かである。さらに 2・3行目では
[w]の音で多くの頭韻が踏まれており、いずれの単語もすべてを包み込むような暖かさや包容力と
いったプラスのイメージを与えている。
１－２　夏と人生
夏は春に生まれた命が成長・成熟していく季節である。人間の人生においては青春時代が夏に
当てはまると考えられる。また『イメージ・シンボル事典』の中で夏は、「衰亡を孕む美」（ド・
フリース 612）を象徴すると記されており、季節や人生が止まることなく動き続けることを連想さ
せる。
夏が青春を象徴することが暗喩されているのが下記の詩の一節である。
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In the nights of spring, the inner leaf of the heart          a 
Feels warm, and we will pray for the eternal cold                  b 
Of those who are only warmed by the sins of the world－            b 
And those who nights were violent like the buds                    c 
And roots of spring, but like the spring, grew old.                   b 
(‘The Song of the Cold’ 137-141) (強調は筆者による) 
 
 
 
 
 
 
And when I wait for you upon the summer roads          a 
They bear all things and men, business and pleasure,  
       sorrow,                                                     b 
And lovers’ meetings, mourning shades, the poor man’s  
      leisure,                                                      c 
And the foolish rose that cares not ever for the far  
      tomorrow                                                    b 
But the roads are too busy for the sound of your feet,               d 
And the lost men, the rejected of life, who tend the wounds          e 
That life has made as if they were a new sunrise, whose  
       human speech is dying                                      f 
From want, to the rusted voice of the tiger, turn not their  
      heads lest I hear your child-voice crying                       f 
In that hoarse tiger-voice : ‘I am hungry! am cold!’                  g 
                            (‘A Mother to her Dead Child’ 27-40) (強調は筆者による) 
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(‘A Mother to her Dead Child’: 27-40) （強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
それでも私が夏の道でおまえを待っていると、
道はあらゆる物や人、仕事や娯楽、悲しみ、
恋人たちの逢いびき、喪の翳り、貧乏人の余暇を運び、
そして遠い明日を思い煩うことのない愚かな薔薇を運んでゆく。
けれども道はあまりにも忙しくておまえの足音には気付きもしない。
そして生を拒絶された、失われた人々は、傷を癒すが
それは生がまるで新しい日の出でもあるかのように作った傷だ。そのヒューマンな言葉は
欠乏から、虎の鐘声へと消えてゆき、その頭を振り向けもしない。その虎のようなしゃがれ声に
おまえの子供のような泣き声を聴かないようにと。「おなかがすいたよ！寒いよ！」
（藤本 2010：84-85）
この詩では “summer roads”の “roads”（道）は人間の人生を表していると考えることができる。
人生における夏、それはまさに青春であり、実際に青春時代に起こりうる事柄が列挙されている。
それらはそれぞれプラスイメージのものもあれば、マイナスイメージのものもある。引用部分の
単語を分けてみると、プラスのものが “pleasure”や “lover’s meetings”であろう。そしてマイナス
のものが “sorrow”や “mourning shades”であるといえる。また “business”や “the poor man’s 
leisure”は捉え方によってどちらにも分類できるものであろう。この詩の中では青春がこれら様々
な事柄を運んでいくと表現している。青春において私たちは、いいことも悪いこともどちらも経
験するが立ち止まっている暇はない。はたして立ち止まらず駆け抜けていくのが正しいことなの
だろうか。シットウェルは読者に対してこのように語りかけていると考えられる。青春時代では
自分の周りの様々な事柄が変容する。それにはまさしく青春がそれらを運んでいるという表現が
適しているのである。自分の意思とは関係なく周りの事柄は変容していくが、それらのいい面・
悪い面を正しく区別し青春時代（夏の道）とうまく付き合う必要があるといえる。
また 8行目からは頭韻が多用されている。これは駆け抜けていく青春の早さを表すために使わ
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れていると考えられる。
１－３　秋のはかなさ
秋といえば食欲の秋・スポーツの秋・読書の秋など秋にまつわる様々な言葉が存在するが、実
際に秋と呼ばれる季節は、イギリスでは非常に短い。シットウェルの詩においても秋に関する詩
はあまり見られず、彼女の置かれた環境では、秋がすぐに消え去ってしまうことがよくわかる。
しかし秋についての詩はなくとも詩の中に秋を表現する場面は見受けられる。
(‘A Mother to her Dead Child’:1-7) （強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
大地が動物のように眠る、冬が、終わり、
諸手を挙げてやって来る太陽の温もりの中で
生きとし生けるものすべて、獣も、人間も、動物も、河川も、
氷の牢獄から開放されて動き出す。 彼らの愛
それこそが太陽の光なのだと寿いで。
　　　　　　　　　　　　　こうして最初の春が始まるのだ。
〝人類の秋″に差し掛かる前の心に。」 （藤本　2010：82-83）
これは春の暖かさを表す第一章一節でも例に挙げた詩なのだが、ここではこの詩の後半部分に
注目してみていきたい。秋を英語で表すとき、“autumn”と “fall”のどちらを使用するだろうか。
一般的には “autumn”がアメリカ英語、“fall”がイギリス英語と分けられていることが多い。その
ように考えたときに一つ疑問が生まれる。シットウェルはイギリスの人ではなかっただろうか。
それならばここでも “Fall of Man”を使用するのではなく、“Autumn of Man”でもよかったのでは
ないか。確かにそうである。だがシットウェルが意図的に “Fall”を使用した可能性もある。“fall”
には「秋」という意味がある一方、「落下」「堕落」という意味も存在する。秋の次にやってくる
季節、それはもちろん冬である。人間は春に生まれ、夏に青春時代を生き、秋には冬（死）に向
けて老いていくのみ、そして冬に死んでいく。これが人間の一生だ。人間が人生において堕落し
ていく様子を表すためにあえてシットウェルは “fall”を使用したと考えられる。
また音の面においても春から季節が秋・冬に向かっていく、人間が堕落していくことがうかが
える。5行目までは頭韻が多く使用されておりテンポよく進められている。さらに使用されている
頭韻が [b]と [m]であり、両唇音によって使用されている単語に力を吹き込んでいる。しかし 6
行目に入ると頭韻は少ししか見受けられず、明らかにテンポが悪くペースダウンしている。これ
は人間の堕落の様子を顕著に表している。さらにペースダウンし始めた 6行目は他の行と違い、
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HUGE is the sun of amethysts and rubies, a 
And in the purple perfumes of the polar sun b 
And homeless cold they wander. c 
But winter is the time for comfort, and for friendship, d 
For warmth and food－ e 
And a talk beside a fire like the Midnight Sun,－ b 
A glowing heart of amber and of musk. Time to forget f 
The falling night of the world and heart, the polar  
      Chaos g 
That separates us each from each.  It is no time to roam h 
Along the pavements wide and cold as Hell’s huge polar  
      street, i 
Drifting along the city like the wind j 
Blowing aimlessly, and with no home h 
To rest in, only famine for a heart－ k 
While Time means nothing to one, as to the wind j 
Who only cares for ending and beginning. l 
(‘The Song of the Cold’ 1-17)(強調は筆者による) 
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スペースがかなり空いてから本文に入っている。これもそれまでのテンポのいい部分から場面転
換したことを視覚的に表現している。
１－４　冬の強さ
本論文第一章一節から三節まで何度も登場した冬についてこの節では述べていく。冬は春と対
照の存在である。つまり春が誕生の季節ならば冬は死の季節であるし、春があたたかさを備えて
いるとすると冬にはそれとは対照の冷たさや寒さが備わっているといえる。
(‘The Song of the Cold’: 1-17)（強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
巨大なアメジストとルビーの太陽だから、
極光の紫色の香に包まれて
寄る辺ない寒さを彼らは歩く。
けれども冬は安らぎと友情のための時、
温もりと食事――
真夜中の太陽のような炉辺の語らい――
琥珀と麝香の燃える心のための時だ。崩れゆく
世界と心の夜を、私たちを離れ離れにする
極地の混沌を忘れる時なのだ。地獄の巨大な北極通りを思わせる
広くて冷たい舗道をさ迷う時間はない。
当て所なく吹く風のように
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街を漂いながら、休息する
家もなく、心の飢えばかり――
だから〝時″なんて人にとっては、風と同様何の意味もなく、
ただ終わりと初めだけが気になるのだ。 （藤本 2010：94-95）
ここでは「巨大なアメジストとルビーの太陽だから、極光の紫色の香に包まれて寄る辺ない寒
さを彼らは歩く。」という一文は太陽の様子を表している。『イメージ・シンボル事典』によると
紫色は「神々にまつわる色」「死」（ド・フリース 510）を象徴しており、「太陽」は「真」「栄光」
（ド・フリース 612-13）を象徴する。また太陽の色を表わすことに用いられている「アメジスト」
と「ルビー」についてはそれぞれ「深い愛」（ド・フリース 15）「幸福」（ド・フリース 537）を象
徴している。これらの象徴が意味することは、春から育んできた愛や栄光を冬の香は死で包み込
んでしまうのである。そして冬に生きる者たちは死へ向かって歩みを進めていく。
しかしその後は “comfort”や “warmth”などプラスイメージの単語が連続して使用されている。
これについては作者の冬への理想が述べられていると考えられる。冬はこうあるべきだという理
想とは裏腹に「当て所なく吹く風のように街を漂いながら、休息する家もなく、心の飢えばかり
――」とあるように、現実は厳しいものとなっている。当て所もなく吹く風は人間の孤独な様子
を表わしている。このようにこの一節では人間の終生の寂しさや孤独さが寒さにたとえられてい
るのがわかる。
この詩のタイトルは ‘The Song of the Cold’である。寒気を題材にしており全体的に冬を象徴し
た内容が書かれているのだが、前述のとおり冬は人生で言うと終生、死の季節である。冬が死と
密接に関連していることを表現している一節がある。
(‘The Song of the Cold’: 105-112)（強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
　「おまえは骨になるまで身をすり減らして、〝死″かと思ったよ、ねぇ――
私の心を暖めてくれる〝死″かと。」「おまえも、また、寒さを知ってるの？
その手で私を暖めておくれ。私はもう一人じゃないよ。
すべてを同じように照らす
太陽があったのに、〝人間″の心の冷たさが
殺してしまった。どこへ行ってしまったのだろう？」 （藤本 2010：100）
この一節では人々を〝死″に導く「寒さ」に対して、「私」が〝死″を請う様子が表されている。
ここで矛盾が生じる。「寒さ」が〝死″を導くのならば〝死″は心を寒くする（＝殺す）ものなので
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‘You are so worn to the bone, I thought you were   
        Death, my brother ― a 
Death who will warm my heart.’ ‘Have you too known  
       the cold? b 
Give me your hand to warm me. I am no more alone. c 
There was a sun that shone c 
On all alike, but the cold in the heart of Man d 
Has slain it. Where is it gone?’ c 
(‘The Song of the Cold’105-112)(強調は筆者による) 
 
 
 
 
 
 
 
 
I only know my form a 
Is the great logic of the winter, the geometry b 
Of Death: the world began with these: c 
The numbers of Pythagoras, d 
The seeds of Anaxagoras; d 
And the winter at my heart, whose Zero is c 
An infinite intensity, yet holds e 
The seeds and beginning of the fires of spring.” f 
(‘The Road to Thebes’29-36)(強調は筆者による) 
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はないのか。しかしこの詩の中では “Death who will warm my heart”と記されているとおり、〝死″
は心を暖かくするものとして表されている。このように〝死″が表されているのは、この詩に描か
れている人々が〝死″よりも生きることの方が辛いと感じていたからだと考えられる。第一章一節
でも述べたとおり、ここでの寒気とは戦争を意味する。戦争によって心を冷たくされた人々は、
〝死″を選ぶことによって心に暖かさを求めていたのである。戦争が〝人間″の心を冷たくしてし
まった証拠が、“There was a sun that shone On all alike, but the cold in the heart of Man Has slain 
it. Where is it gone?”とあるように戦争によって蝕まれた〝人間″の心は自らを照らし出す「太陽」
さえも殺してしまったのである。それだけ冬の持つ力は強大で、〝人間″はその力に飲み込まれて
しまう。
またこの詩の前半では [w]の頭韻が印象的である。1-2行目では “worn”と “were”、3-4行目では
“will”と “warm”が頭韻をなしている。同じ [w]の頭韻なのだが 1-2行目と 3-4行目ではまったく逆
の意味で使用されているのである。1-2行目の頭韻は過去のもの、一方 3-4行目では未来のものと
して頭韻が使用されている。これは過去においても未来においても冬では〝死″が人々の生活と密
接に関係していることを表現している。
(‘The Road to Thebes’: 29-36)（強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
私が知っているのは、私の形が
偉大な冬の理論で、死の
幾何学だってことだけ。世界はこれをもって始まったのさ。
ピタゴラスの数も、
アナクサゴラスの種子も。
そして私の心の冬、そのゼロは
無限の強度で、いまだに種子と春の火の起源を
抱いている。 （藤本 2010：188）
ここでは「春」の力を押さえつける「冬」の力が顕著に記されている。まずは 2行目で “winter”
を説明する形容詞に “great”が使用されている。このことによりこの詩の一節の中では「冬」が強
大で偉大なものだということを前提としている。さらに最後の 3行でも “winter”に “an inﬁnite 
intensity”が存在すると述べられており、もうこのまま朽ちないのではないかと思わせるほどの力
を「冬」は持っていることを説明している。
その「冬」に抱かれる「種子と春の火の起源」は「冬」の持つ強大な力のもとでは生まれてく
ることもできない。
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このことは頭韻からも証明されている。下から 2行目を見ると “holds”にのみ頭韻が使用されて
いないことがわかる。“holds”以前の単語が表わす「無限の強度」に押さえられ動くこともできな
い「春」の様子が頭韻のついていない単語とともに表現されている。
第二章　キス
２－１　キスの意味
シットウェルの詩では “kiss”という語が多用されている。一般的にキスというと愛という言葉
も同時に思い浮かぶ。キスは大抵の場合、愛があることを前提にして成り立つ行為である。しか
しその際に起こる感情は人それぞれであると考えられる。相手を愛する気持ちだけでキスするも
のもいれば、涙ながらにする悲しいキスも存在する。この章ではそれらのキスの持つ意味につい
て述べていく。
(‘A Hymn to Venus’: 48-51)（強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
私たちの美の現世の衣は
（今は塵になってしまったけれど）あらゆる種類のいのちを
渡り歩くだろう。鉱物から植物へ、沈黙の岩から笑いさざめく青海原へと。
 （藤本 2010：115）
この一節で死をあらわす単語が “dust”である。『イメージ・シンボル事典』によると “dust”は
「死」（ド・フリース 193）を象徴している。「私たちの美の現世の衣は（今は塵になってしまった
けれど）」という文から、ここで描かれている世界だが、今はもう死んでしまった死後の世界とい
うことがうかがえる。
48-51行目と 65-70行目を比べてみると明らかに頭韻の数が違うことがわかる。前者では頭韻が
よく使われているが、後者は頭韻がほぼ存在しない。これは人が死にそして「昏睡」へと歩んで
いく様子を音の面から表現している。一方脚韻には視覚韻が使用され、“beauty”や “ruby” 
“almandine” “garnet”など「美」や宝石の色を目で楽しむという部分で共通させている。この詩の
続きが以下の一節である。
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Our beauty’s earthly dress a 
(Shrunk now to dust) ― shall move through all degrees a 
Of Life, from mineral to plant, and from still rock to the  
      Green laughing seas;” a 
(‘A Hymn to Venus’48-51)(強調は筆者による) 
 
 
 
 
 
 
 
 
So could the ruby, almandine and garnet move a 
From this great trance into a dreaming sleep, b 
They might become the rose whose perfume deep b 
Grows in eternity, yet is c 
Still unawakened for its ephemeral hour d 
Beneath the great light’s kiss; c´ 
(‘A Hymn to Venus’65-70)(強調は筆者による) 
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(‘A Hymn to Venus’: 65-70)（強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
だからこそルビー色の貴ざくろ石やガーネットは
この大いなる昏睡から夢見る眠りの中へと移動出来、
永遠の中で薔薇になるに違いない。その香りは
永遠の中で深まるが、それでも
まだしばらくは目醒めはしないのだ
大いなる光のキスを受けても。 （藤本 2010：117）
上記の根拠から 65-70行目の一節は死後の世界を示している。またこの一節においても頭韻が非
常に少ないことが見て取れる。このように頭韻が少ないこともまた時が止まってしまった死後の
世界であることを確かなものにしている。そして死後の世界は誰にもわからない。この詩の語り
手は老女なのだが、彼女の若き日の「美」が「薔薇」となって永遠に死後の世界に存在すること
を願ったシットウェルの思いが、この一節には表れていると考えられる。また “light”は「慈悲」
（ド・フリース 394）の象徴である。このことからそういったシットウェルの願いを包み込むもの、
それが “light’s kiss”として詩の中では表現されている。つまりこの詩での “kiss”の意味は様々な
ものを包み込むやさしさや愛情である。
先述の通り、こういった愛情表現としての “kiss”ばかりをシットウェルは述べているわけでは
ない。下に挙げる詩がその例である。
(‘A Mother to her Dead Child’: 40-45 )（強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
在りもしないキスや、縁のない食べ物のためにつくられた唇に浮かぶおまえの微笑を
私が見ないようにと――その唇は決して愛で暖まることはなく、世界の熱のせいだ。
その微笑は闇への裂け目、心の中でずっと
今か今かと待ち続けた地震が弾け出ることなのだ。」 （藤本 2010：85）
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Lest I see your smile upon lips that were made for the kiss  
       that exists not, a 
The food that deserts them, ― those lips never warm with  
      love, but from the world’s fever, b 
Whose smile is a gap into darkness, the breaking apart c 
Of the long-impending earthquake that waits in the heart. c 
(‘A Mother to her Dead Child’: 40-45 )(強調は筆者による) 
 
 
 
 
 
 
 
 
Come soon, for the time is passing, and when I am old a 
The night of my body will be too thick and cold a 
For the sun of your growing heart.  Return from your  
       new mother b 
The earth： she is too old for your little body, c 
Too old for the small tenderness, the kissings d 
In the soft tendrils of your hair.” e 
(‘A Mother to her Dead Child’: 13-19)(強調は筆者による) 
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この詩では戦争により子供を失った母の気持ちが描かれている。“world’s fever”という表現が戦
争を暗喩しており、戦争における食料困難や弱者が先に死んでいく様子を表現している。また
“those lips never warm with love”という表現も、子供はすで死んでおり唇が暖まることはないとい
う意味だと考えられる。
また 3・4行目では中間韻が使用されている。中間韻になっている “never”と “fever”は一見関係
のない単語に見えるが、“never”を使用し「愛で暖まることはない」と否定している一方で、その
ことを覆すかのように “fever”は「世界の熱」（＝戦争）を表現している。このことから全く関係
のないように見える単語も実は対比関係におかれていることがわかる。
ではここでの「キス」はどういった意味で使用されているのだろうか。子供を亡くした母親は
その子供に「キス」をしたくてもすることはできない。この詩の中では母親の悲しみが「キス」
を使って表現されているのである。同じ詩にもう一つ「キス」が使用されている場面がある。そ
ちらはこの母親がしたくてもできなかった子供への「キス」を他人が行っている。以下がその一
節である。
(‘A Mother to her Dead Child’: 13-19)（強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
早く来ておくれ。時はどんどん過ぎてゆくから。私が老いれば
この躰の夜はおまえの成長し続ける心の太陽には
あまりにも澱んで寒いだろうよ。大地という
新しい母親から戻っておいで。おまえの小さな躰には年寄り過ぎるじゃないか。
おまえの柔らかな巻き毛にキスしたりする
小さなやさしさには年寄り過ぎるよ。 （藤本 2010：83-84）
この一節は先ほどと同様の詩で、戦争で子を亡くした母親が描かれている。そこでは子どもが
戦争により死んでしまい、したくてもできない悲しい「キス」を表現していた。一方この部分で
は天国など死後の世界での子どもの様子を想像した母親の空想場面に「キス」が登場する。死者
を包み込む “earth”という名の「新しい母親」は自分がしたくてもすることができない「キス」を
子どもにしているのだろう。そのように母親が空想する様子がうかがえる。
また “she is too old for your little body”という個所では、後の世界に存在する “earth”が子ども
にとっては年をとりすぎていると述べている。つまり子どもは死ぬのにはまだ早すぎた、死後の
世界は子どもには相応しくないという母親の気持ちが表現されている。
以上のことから、この「キス」には 2つの思いが交錯しているものと考えられる。まずは「キ
ス」をしたくても想像することしかできないという母親の悲しい気持ち、これは１つ目とほぼ同
様である。そしてもう一つの気持ちは子どもの母親から “earth”（＝新しい母親）への嫉妬である。
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これは「キス」に直接こめられた意味ではないが、「キス」に絡んで起こっている感情である。
(‘The Road to Thebes’: 58-62)（強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
「あなたの黄金筋肉の躰って、今でも
偉大なヴィーナスの葡萄園の
葡萄の枝なのか？」「こんなにちっぽけに
縮んじゃって、私は最初で最後の蛆虫みたいなものに戻ったけれどそれこそ我が兄弟
同じ聖なる母から生まれなかったか―――
神聖さでは御同様に？ ･･････ 今では大地の黒さだけれど。
でも偉大な女王たちは気付いたよ。
私の口がシリアから来た暗いシダの葉みたいだって、
あるいは南の黄金の扉みたいだって。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ああ、誰が
いったいそれに今キスをする？
　　　　　　　　　　　そしてこの女王たちの塵は火のように輝く霜と言おうか
あるいは春のヴィーナスの金ピカの塵と言おうか、
クロッカスを肥えふとらせている ･･･ （藤本 2010：189-190）
この詩の前半部分では詩中の「私」は「蛆虫」のような虐げられる存在だったことが読み取れ
る。そんな「私」にいったい誰が「キス」をしてくれるのかといっていることからも、「私」は自
分に自信を無くし周りをうらやましがる気持ちを抱いていることがわかる。
最後の 2行では “ And those queen’s dust is but as frost that shines like ﬁre Or the gilded dust of 7  
 
 
‘Is your gold-sinewed body still a vine-branch a 
In the vineyards of great Venus? ’ ‘Shrunk to this b 
Poor span, I have returned to the likeness of the first and  
      final Worm that is my brother: c 
For were we not born of the same holy mother－ c 
  
Alike in holiness? . . . Now black as earth. d 
Yet great queens found my mouth d 
As a dark leaf of nardus brought from Syria－ e 
Of the gold door of the South. d 
                                   Ah, who f 
Would kiss it now? g 
                         And those queen’s dust is but as  
     frost that shines like fire e’ 
Or the gilded dust of Venus in the spring, h 
Fertilising the crocus.” i 
(‘The Road to Thebes’58-62)(強調は筆者による) 
 
 
 
 
 
 
Soon comes the Night when those who were never loved a 
Shall know the small immortal serpent’s kiss b 
And turn to dust as lover turns to lover…. c 
Than all shall know the cold’s equality….” d 
(‘The Song of the Cold’117-120)(強調は筆者による) 
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Venus in the spring, Fertilising the crocus.”と表現されていることから、うらやむ気持ちは “shines”
や “gilded”といった単語から読み取ることができる。一方でそれらの単語ともに “dust”という単
語が使用されている。ここからわかることは、他人をうらやむ気持ちはもちろんあるものの、お
金などで外見ばかりを着飾っていても中身が伴わないと意味がないというシットウェルの意見も
織り交ぜられているとも考えられる。
また 7-10行目では脚韻が踏まれており、さらに 7・9行目においては “as a”という表現がどちら
にも使用されている。この繰り返しの効果としては 10行目での “Ah”という感嘆詞を強調してい
ると考えられる。
以上のように、誰かが誰かに「キス」をする時、そこには様々な感情が存在し得る。シットウェ
ルは人間の感情を「キス」にたとえて表現しているのである。
２－２　動物のキス
2章 1節では人間のする「キス」に込められた意味について述べた。2節では動物が「キス」
する様子について分析を進める。動物にはそれぞれ象徴するものがある。それらが象徴するもの
からその「キス」にはどのような意味がもたらされているのかを考えていく。
(‘The Song of the Cold’: 117-120)（強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
やがて夜が来る。決して愛されなかった人々が
小さな不死の蛇のキスを知る夜が。
そして恋人が恋人に頼るように塵に頼るのだ。･･････
その時皆寒気の平等を知るだろう。･･････」 （藤本 2010：101）
『イメージ・シンボル事典』によると “serpent”は「冷血」「危険」「死」（ド・フリース 563）を
象徴している。またシットウェルがキリスト教信者であったことも考えると、ここでの “serpent”
には「誘惑」といった意味合いも含まれていると考えられる。キリスト教において、「蛇」はイヴ
に禁断の果実を食べるようそそのかした「誘惑」の動物なのである。しかし聖書の通りに話が進
むと、アダムとイヴは「蛇」の「誘惑」に乗ってしまったせいで羞恥というものを知る。一見甘
くて魅力的な誘いが実は自分の身を滅ぼすものだということがよくわかる。この詩の中での
“serpent’s kiss”は「夜」（＝死）の時が近づいてきたと感じる人々は、不死を与えるキスの誘惑に
陥ってしまう。しかし「寒気」（＝死）は皆に平等に訪れる。つまりこの「キス」が持つ意味は、
人間への甘い誘惑と捉えることができる。蛇の象徴的意味とシットウェルのキリスト教への信仰
からそのように考えることができる。
また最後の 2行では頭韻がテンポ良く使用されている。3行目の頭韻は全く同じ音で 3種類の頭
韻が使用されており、4行目でも 2種類の音が頭韻として繰り返されている。甘い誘惑に乗ってし
まった人間が滅んでいく姿をテンポよく表現している。似た構成を持つ 3行目から 4行目に進む
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につれて頭韻が徐々に少なくなっていることも人々の衰亡を表しているといえる。どちらの行末
にも存在する “……”という記号もまただんだんと人間の力が弱まってきていることを想像させる。
続いては「ライオンのキス」という表現が含まれる一節を取り上げる。
(‘The Song of the Cold’: 127-137)（強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
あの老いた屑拾いは
かつては偉大なヴィーナスだった。けれども今では残酷な年齢が
彼女をあまりにも衰えた、あまりにも小さな姿に縮めてしまって――
赤ん坊のように弱い存在だ。そしてライオンのキスを授けた彼女は
今はその哀れな口を〝時間″の裂け目でいっぱいにしているのだ。
どんな子守唄を〝死″はうたうのだろう、この
小さな赤ん坊を見て？　幾世紀か後に
太陽が彼女の唯一のキスになるだろうに――今は黒く、縮んだ、年寄りで
まるでちっぽけな虫だ――そのキスは、彼のキスのように冷たくなった。
 （藤本 2010：102）
どれほど偉大な人でも自然の力に抗うことはできない。ここでは偉大なヴィーナスが死んでい
く様子が表されている。ライオンは「回復」（ド・フリース 399）を象徴している。本論文第一章
一節でも述べている通り、この詩は戦争を寒気に置き換えて話を進めている。つまりヴィーナス
は自分が老いて弱っているにもかかわらず、周りの人への “Lion’s kiss”（＝回復のキス）を行った。
“her kiss, like his, grown cold.”という文では彼女のキスが冷たくなった、つまり彼女が死んでし
まったことを表現している。“kiss” と “cold” は [k]の頭韻で結ばれて、死とキスが結びつく。
こうした音の観点から見ると、詩前半では [w]と [h]の繰り返しになっている。しかし後半は
そのような技法が使われていないのに加えて、頭韻も急激に少なくなっている。これは先ほどの
「蛇のキス」の分析同様、ヴィーナスの力が弱まっていく様子（＝死んでいく様子）を表現してい
る。少なくなる頭韻のなかで、先に指摘した “kiss” と “cold” の [k]の頭韻は浮き彫りになり、死
のイメージを強化する。
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That old rag-picker blown along the street a 
Was once great Venus.   But now Age unkind b 
Has shrunken her so feeble and so small － c 
Weak as a babe.  And she who gave the Lion’s kiss d 
Has now all Time’s gap for her piteous mouth. e 
What lullaby will Death sing, seeing this d 
Small babe?  And she of the golden feet, a 
To what love does she hate?  After these centuries d’ 
The sun will be her only kiss －now she is blackened,  
      Shrunken, old f 
As the small worm －her kiss, like his, grown cold.” f 
(‘The Song of the Cold’127-137)(強調は筆者による) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
That I may weep for those who die of the cold －                    a 
The ultimate cold within the heart of Man.”                         b 
(‘The Song of the Cold’ 153-154) (強調は筆者による) 
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このようにシットウェルの詩の中には、人間が行う・人間に行うキスを動物と絡めて表現して
いるものがある。動物の象徴的意味を詩の中に含み詩をより婉曲的なものとしていると考えられ
る。
第三章　戦争
３－１　戦争を表すシンボル
第三章ではシットウェルの詩とは切っても切り離せない関係の戦争について述べていく。先ほ
ど本論文第二章の終わりにも少しふれたが、シットウェルは物事を婉曲的に表現する。詩の中に
おいて言いたいことを直接的に表現せず、ほかの語を使用することで暗喩するのである。戦争に
ついても例外ではない。シットウェルは決して戦争という語そのものを使わない。様々な表現で
戦争を暗示する。
(‘The Song of the Cold’: 153-154) （強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
それは私が凍え死んだ人々のために―
〝人間″の心の中の究極の寒気に死んだ人々のために泣く言葉なのだ。 （藤本 2010:103）
まずここでは第一章で述べたように “The ultimate cold”が戦争を暗喩している。戦争は人間が
起こしたものである。「〝人間″の心の中の究極の寒気」という表現からも人間の中に潜む冷酷さや
残忍さが戦争を引き起こすと考えることができる。
また 2行のみの引用ではあるが [th]と母音の頭韻の並びが揃えられており、凍え死んだ人々の
ために泣きながら伝える言葉にテンポのよいリズムを与えている。
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But the roads are too busy for the sound of your feet, a 
And the lost men, the rejected of life, who tend the wounds b 
That life has made as if they were a new sunrise, whose  
      human speech is dying c 
From want, to the rusted voice of the tiger, turn not their  
      heads lest I hear your child-voice crying c 
In that hoarse tiger-voice : ‘I am hungry! I am cold! ’ d 
Lest I see your smile upon lips that were made for the kiss  
       that exists not, e 
The food that deserts them,－those lips never warm with  
      love, but from the world’s fever, f 
Whose smile is a gap into darkness, the breaking apart g 
Of the long-impending earthquake that waits in the heart.” g 
(‘A Mother to her Dead Child’: 34-47)(強調は筆者による) 
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(‘A Mother to her Dead Child’: 34-47)（強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
けれども道はあまりにも忙しくておまえの足音には気付きもしない。
そして生を拒絶された、失われた人々は、傷を癒すが
それは生がまるで新しい日の出でのあるかのように作った傷だ。そのヒューマンな言葉は
欠乏から、虎の錆声へと消えてゆき、その頭を振り向けもしない。その虎のようなしゃがれ声に
私がおまえの子供のような泣き声を聴かないようにと。「おなかがすいたよ！寒いよ！」
在りもしないキスや、縁のない食べ物のためにつくられた唇に浮かぶおまえの微笑を
私が見ないようにと――その唇は決して愛で暖まることはなく、世界の熱のせいだ。
 （藤本 2010：84-85）
まず初めに “world’s fever”という言葉が戦争を暗に意味している。そのことは「在りもしない
キス」「縁のない食べ物」という単語から推測することができる。またそのように考えると、子供
の「おなかがすいたよ！寒いよ！」というセリフの部分は戦争によっておこる食料困難や生活が
まともにできないことを表現していると考えられる。
以上のようにシットウェルの詩の中には「戦争」という語が直接使用されていなくても、1つ 1
つの詩が「戦争」と結び付けられているといえる。
３－２　シットウェルと戦争
本論文第一章一節で述べたとおり、シットウェルと戦争は切っても切り離せない。
シットウェルの詩は、途中 10年のブランクを境に前期と後期に分けられる。前期は音楽と言
葉との実験的な詩が多く、後期は戦争や社会の矛盾など、社会に目を向けた作品が目立つ。
前期から後期への過渡期の作品、「黄金海岸の慣習」（“Gold Coast Customs”）には、1929年
に書かれたにも拘らず、すでに第二次世界大戦を捉え得る部分がある。彼女は戦争につなが
る要因として、貧富の格差、植民地問題、互いを愛する心を失っていく人間の姿などを示唆
しているのだ。 （寺沢 142-3）
ここで記されている前期と後期の間にシットウェルは第一次世界大戦を経験している。その経
験が彼女の詩に変化をもたらしたと考えらえる。本論文で取り上げている詩はすべて後期に書か
れた作品である。
３－３　原爆と詩
戦争とシットウェルは切っても切り離せない関係というのは先述の通りである。ことさら原爆
に関してはシットウェル自身が体験していないにもかかわらず、彼女は原爆についての詩を綴っ
ている。これは原爆の事実を知った彼女がそのことについて大きな関心をもっていたという証で
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ある。
そして彼女は原爆についての詩を 3つ書いた。本章では 3つの詩の一部分を取り上げ、分析を
行う。
(‘Dirge for the New Sunrise’: 17-39)（強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
聖なる光が若やいでいた
ある朝のことだった。･･････ 美しい最初の被造物が
私たちの満々たる羊水へとやって来て、私たちを罪なしとした。
10 
 
 
 
There was a morning when the holy Light a 
Was young.  The beautiful First Creature came b 
To our water-springs, and though us without blame. b 
  
Our hearts seemed safe in our breasts and sang to the  
      Light－ a 
The marrow in the bone c 
We dreamed was safe . . . the blood in the veins, the sap  
      in the tree d 
Were spring of Deity. e 
  
But I saw the little Ant-men as they ran f 
Carrying the world’s weight of the world’s filth g 
And the filth in the heart of Man－ f 
Compressed till those lusts and greeds had a greater heat  
       than that of the Sun. f ’ 
  
And the ray from that heat came soundless, shook the sky h 
As if in search of food, and squeezed the stems i 
Of all that grows on the earth till they were dry h 
―And drank the marrow of the bone: c 
The eyes that saw, the lips that kissed, are gone c 
Or black as thunder lie and grin at the murdered Sun. f ’ 
  
The living blind and seeing Dead together lie  a’ 
As if in love. . . . There was no more hating then, j 
And no more love: Gone is the heart of Man.” f 
(‘Dirge for the New Sunrise’: 17-39)(強調は筆者による) 
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私たちの心はこの胸の中でいかにも安全、光に向かって歌っていた――
髄は骨の中で
安全だと私たちは夢見ていた ･･････ 血は静脈の中で樹液は樹の中で
神性の泉なのだと。
けれども私は見てしまった。小さな蟻人間が走って行くのを
世界の汚物や人間の心の汚物という
世界の重荷を担いで行くのを――
そんな欲望や卑しさを太陽熱より熱くなるまで圧縮して。
そしてあの熱から音もなく閃光が発して、空を震わせた。
まるで餌食を探すかのように。そして地上に
生える茎という茎を締め上げたのだ。溺れ果てるまで。
そして骨の髄を飲み干した。
見ていた目も、キスしていた唇も、消え去った――
いや、殺された太陽をあざむいてあざ笑う雷のように真っ暗だ。
生きている盲者と見ている死者がまるで愛し合っているかのように
共寝している。･･････ そこにはもう惜しみもなく、
愛もない。人間の心がないのだ。」 （藤本 2010：154-156）
この詩のサブタイトルは “（Fifteen minutes past eight o’clock, on the morning of Monday the 6th 
of August 1945）”である。このサブタイトルの日時が示す通り、この作品は 1945年 8月 6日、ヒ
ロシマに落とされた原子爆弾についての詩であることがわかる。
第一連と第二連では 8月 6日の朝、ヒロシマではないどこかに住んでいる人々は至極平和に暮
らしていたことが表わされている。しかし第三連から舞台はヒロシマへと移る。「小さな蟻人間」
とヒロシマの逃げ惑う人々が表されていることから、この詩の視点はヒロシマの人々ではなくシッ
トウェルにあるといえる。もちろん彼女は実際に原爆が投下される場面を見てはいない。しかし
彼女はその日のヒロシマに思いを馳せてこの詩を書いた。
戦争は様々な人間の闇の部分が大きな一つのものとなり起こっている。ここではその闇の部分
が「世界の汚物や人間の心の汚物」として表されている。それらの闇の部分が凝縮されてできた
兵器、それが原子爆弾としてヒロシマに投下された。
またこの詩では視覚に訴える場面が多く見られる。たとえば “ray”という単語、これは前半に出
て来る “Holy Light”と対比されて使用されているが、どちらも光という点、目に見えるものとい
う点で共通している。また “But I saw the little Ant-men as they ran”、 “The eyes that saw, the lips 
that kissed, are gone”といった文も視覚に訴えている。これらは、まるで実際に見ているかのよう
に原爆投下のシーンを表現するのに効果的である。
さらに “squeezed the stems”、 “murdered Sun”といった表現では、戦争や原子爆弾が自然物の生
きる力を殺してしまうほど原爆が強大なことが表わされている。
音の観点、特に頭韻からこの詩を分析すると、冒頭の平和の描写の場面では多くもなく少なく
もない頭韻が使用されている。場面は変わりヒロシマに原爆が落とされる場面では頭韻の使用が
かなり多くなっているのがわかる。そして原爆をおとされた後のヒロシマを表現する第 5連では
“And no more love: Gone is the heart of Man.”と述べられているように原爆により奪われた人間の
心や愛が描かれている。その 5連では奪われたものを表現するように頭韻も必然的に少なくなっ
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ている。これらの頭韻の使用数の量によりシットウェルは詩に物語性を持たせる。つまり、頭韻
が多ければ多いほど、その詩の山場として盛り上がる。
(‘The Shadow of Cain’: 53-70)（強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
･･･ 空には雷があるとしても花一つなかったあの春に。
そして今、地球は鉄の翼の下にべったり寝そべっている。
そして何を翼竜は歌うのだろう――
どんな狂暴な春のどんな赤い蕾を？
春雷が鳴り始めた ･･････。私たちはまた来たのだ
あの長い移住の後に
兄弟カインによって洪水前に建てられた町へ。
そして開かれた扉についた時
〝運命″は言った、「足が痛いよ。」
〝さすらい人たち″は言った、「心が痛いよ。」
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In that Spring when there were no flowers like thunders  
       in the air. a 
And now the Earth lies flat beneath the shade of an iron   
       wing. b 
And of what does the Pterodactyl sing－ b 
Of what red buds in what tremendous Spring? ’ b 
  
The thunders of the Spring began. . . .We came again c 
After that long migration d 
To the city built before the Flood by our brother Cain. c 
  
And when we reached an open door e 
The Fate said ‘My feet ache.’ f 
The Wanderers said ‘Our hearts ache. ’ f 
  
There was great lightning b 
In flashes coming to us over the floor: e 
The Whiteness of the Bread－ g 
The Whiteness of the Dead－ g 
The Whiteness of the Claw－ h 
All this coming to us in flashes through the open door. e 
(‘The Shadow of Cain’: 53-70)(強調は筆者による) 
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ピカリと光る巨大な雷光だった
床を覆い尽くして私たちにやって来たのだ。
パンの白さが
死者の白さが
鉤爪の白さが――
すべてが閃光となって開いた扉から私たちにやって来たのだ。 （藤本 2010：159-160）
この詩では視点が原子爆弾を投下される側にあることを、最後の一連の “us”という単語が表現
している。
また先ほどの詩では原爆を表すものは “ray”のみであった。しかしこの詩の中には原爆を落とす
戦闘機も登場する。“iron wing”は戦闘機の翼を表現しており、その機体の下に地球が敷かれてい
るとある。機体の下にあったのは主に日本であったはずだが、ここではあえて “Earth”という単
語が使用されている。その理由は実際に戦闘機が飛んでいたのが偶然日本であっただけであり、
戦争は世界的な問題で、いつどの国にその恐怖が訪れるかわからないことをシットウェルが伝え
たかったからではないだろうか。
第 4連の 3－ 5行目では “The Whiteness of the～ ”というフレーズが畳みかけるように繰り返
されている。効果としては原爆によってあらゆるものが奪われていく様子を強調していると考え
られよう。
(‘The Shadow of Cain’: 93-101)（強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
私たちは気にも留めなかった。人間の手の形した
天空の雲に･･････それなのにまるで太陽と地球が一緒にやって来たかのような咆哮が起こり―――
太陽は沈みながら、地球は昇りながら
上の位置を占めようとして ･･････ 原初の物質が
破壊されたのだ、あらゆる生命の源の子宮が。
その時、殺された太陽に向かって塵のトーテムポールが人間の記憶の中に立ち上がった。
 （藤本 2010：165）
この一節はまさに原爆が地上に落とされる瞬間を描写した部分である。“Cloud in the Heavens 
shaped like the hand”という文からは原爆が人の手によって落とされたことを改めて感じさせられ
12 
 
 
 
We did not heed the Cloud in the Heavens shaped like  
       the hand a 
Of Man . . . . But there came a roar as if the Sun and  
      Earth had come together－ b 
The Sun descending and the Earth ascending c 
To take its place above . . . the Primal Matter b 
Was broken, the womb from which all life began.  a’ 
Then to the murdered Sun a totem pole of dust arose in  
       memory of Man. a’ 
(‘The Shadow of Cain’: 93-101)(強調は筆者による) 
 
 
 
 
 
 
 
 
The song died in the Ray. . . . Where is the now? a 
Dissolved, and gone－ b 
And only her red shadow stains the unremembering stone. b 
(‘The Canticle of the Rose’: 33-35)(強調は筆者による) 
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る。実際は戦闘機から原爆は落とされたものであり、雲が人間の手の形をしていたわけでもない。
しかし原子爆弾を生み出し、それを戦争において兵器として使用することを決めたのは、まぎれ
もない人間なのである。そのことを雲にたとえて表現している。
また最初に取り上げた詩で視覚に訴えかける単語が多数使用されていると述べたが、ここでは
聴覚に訴えかける単語も使用されている。“roar”という単語がその一つである。「咆哮」というと
ライオンや虎、オオカミなど一般的に強いとされている動物の鳴き声を表現する際に用いられる
ことが多い。その語が原爆に対しても使用されているのは、原爆もそれだけ威力のあるものだと
強調するためであると考えられる。
そしてこの詩で “roar”とともに原爆に関するものを暗に示しているのが、“a totem pole of dust”
である。「トーテムポール」といえばあの高い塔のことである。原爆が落とされたことによって立
つ「塵のトーテムポール」、これは投下された原爆によって地上から舞い上がる塵、そして人間の
死骸（塵）が柱状になって「トーテムポール」のように立つという意味ではないだろうか。
また 5行目に使用されている中間韻は太陽と地球の動きの対比を強調している。
(‘The Canticle of the Rose’: 33-35)（強調は筆者による）
□：頭韻
＿：中間韻
歌は〝閃光″の中に消えた ･･････。彼女は今どこに？
バラバラになって消えたのだ―――
そして彼女の赤い影だけが記憶されない石に染みついている。
 （藤本 2010：172）
この詩にも表されているように “Ray”は何もかもを飲み込んでいった。ここではある女性の歌
う歌が原爆の「閃光」によって飲み込まれた。そして残酷なことに “Dissolved and gone”と記され
ている通り、原爆によりバラバラになり彼女は死んでしまったのである。
「赤い影」という表現からは原爆により火傷を負った人々の姿が頭に浮かぶ。そしてその姿は
“the umremembering stone”に染みついていると表現されている。その「記憶されない石」とは原
子爆弾を投下した側の心のことを暗喩していると考えられる。被害を受けた側の人々はそのこと
を決して忘れはしないが、危害を加えた側の人々はすぐにでもそのことを忘れてしまうというの
はよくあることである。つまり原爆で死んでいった人々のことを、加害者側は特に気にも留めて
いないことを批判している詩の一節となっている。
また 2行目には頭韻がないことも注目すべき点である。ほかの行には頭韻があるのに対して、2
行目に頭韻がないことは劇的効果だといえる。ここで劇的効果を使用することにより、原子爆弾
によって建物や人間、そして人間の心までもすべてが破壊されて消えてしまった様子がとりわけ
強調されている。
以上のように、シットウェルは戦争に関しても原子爆弾に関しても、直截に表す語を使用して
詩を書くことはない。象徴的に表現し、我々読者の想像力を掻き立てる。
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結論
本論文第一章では季節についての分析を行った。春から冬まで季節は推移していくが、その過
程を人間の人生にたとえて表現されている場面が目立った。シットウェルはあらゆる事象を季節
に置き換え、そのことによって詩に一つのテーマを与えている。彼女にとって季節は詩を書く上
での基盤となるものであったといえる。
本論文第二章ではキスという単語が入った詩の分析や、2種の動物を取り上げて詩の中でのキス
の意味合いの多様性について述べた。分析の結果、キスは「愛情」はもちろんのこと「嫉妬」「悲
しみ」までも表現していることが見て取れた。また動物を使用していることはシットウェルの詩
における大きな特徴を示しているといえる。彼女は詩の中で直截な表現をほぼ使わない。物事を
象徴的に示し自身が伝えたいもっとも大切なことの判別は読者に任せている。これこそが彼女の
詩を深いと思わせる所以であると考えられる。
本論文第三章では戦争について言及した。彼女が作品に対してかけている思いは世界規模であ
る。自分自身の感情や生活に基づいた詩を書くのではなく、世界情勢や普遍的な問題についての
詩を多く残している。日本でよく知られている詩人ではないことも事実であるが、世界大戦が起
こっていた頃イギリスでこんなにも原爆に対して反応を示し平和を訴えていた女性詩人がいたこ
とを知っておくべきであろう。
さらに本論文で取り上げ分析を行った詩の中には音の分析を行ったものもある。その分析は各
詩に直接書き込んで載せているのだが、音の面から分析した結果シットウェルの詩の特徴として
は脚韻こそあまり見られないものの、頭韻からは詩の持つリズムを読み取ることができる。たと
えば頭韻が多く使用されていると詩の中に一定のリズムが生まれる。その逆も同じく、頭韻が少
ないと詩に一体感が感じられず歯切れも悪い。このように、詩におけるリズムと使用する語彙、
ならびに語そのものが象徴している意味から、詩のイメージを確立させているといえる。またそ
のように詩を構成することによって、詩人は読者を自らの感性の世界へといざなうことができる
ともいえる。中間韻については使用頻度が非常に少ないものの、本論文で取り上げたものは全て
対比関係にあることが読み取れる。
中間韻が使用されていなくとも、二つのものを対比させて表現している部分は多い。しかしシッ
トウェル自身はその対比物について善悪の判断をしない。それは読者にゆだねられている。彼女
は自分の考えを押し付けるのではなく、読者自身が自分の考えを基に詩の解釈を行うことを狙っ
ていたと考えられる。
そしてどの詩にも共通して見受けられることは、人間の善悪や欲望が自然界へ及ぼす影響につ
いて描かれているということである。こちらもやはり直截には述べていなくとも、人々の欲望に
よって振り回される自然の姿が、象徴的な表現を使用して描かれて記されている。シットウェル
の詩は私たちの生きてきた時代、今生きている時代、さらにはこれから生きていく時代のどれに
も共通するものがあり、自然と人々とのつながりを再確認されられるものであった。
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